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示

〇
産
業
廃
棄
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施
設
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設
置
の
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可
申
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廃
棄
物
対
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課
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害
者
の
日
常
生
活
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び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
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援
す
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た
め
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法
律
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基
づ
く

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定�

（
障
害
福
祉
課
）　
　

一

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出�

（　
　

同　
　

）　
　

二
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計
量
器
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定
期
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（
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課
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二
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な
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建
設
業
者
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申
出�

（
事
業
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理
課
）　
　

二

〇
道
路
の
区
域
変
更�

（
道　

路　

課
）　
　

三

〇
道
路
の
供
用
開
始�
（　
　

同　
　

）　
　

三

監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表�

三

〇
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
の
補
助�

一
〇

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
一
号

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設

置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
七
号
。
以
下
「
要
綱
」
と
い
う
。）
第

三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
要
綱
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　
　

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

申
請
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　

１　

名
称　

株
式
会
社
宮
城
公
害
処
理

　

２　

所
在
地　

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
三
本
塚
字
荒
谷
八
十
五
番
地

　

３　

代
表
者
の
氏
名　

代
表
取
締
役　

菊
地
大

二　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　
　

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
卸
町
東
五
丁
目
七
番
二
十
二
号

三　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

　

�　

が
れ
き
類
の
破
砕
施
設
（
移
動
式
）（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令

第
三
百
号
）
第
七
条
第
八
号
の
二
）　
　

四　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

　
　

が
れ
き
類

五　

申
請
年
月
日

　
　

令
和
六
年
五
月
八
日

六　

縦
覧
場
所
等

　

１　

縦
覧
場
所　

宮
城
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課

　

２�　

縦
覧
期
間　

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
六
年
六
月
二
十
八
日
ま
で
（
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
）

七　

意
見
書
の
提
出
期
限
等

　

１　

提
出
期
限　

令
和
六
年
七
月
十
二
日

　

２　

提
出
場
所　

宮
城
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課

　

３�　

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項　

生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
、
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
並
び
に
対
象
施
設
の
名
称
（
日
本
語
に
よ

り
記
載
す
る
こ
と
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
二
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
二
二
一
〇
四
〇
三

ざ
お
う
菜
園

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前

川
字
沼
ノ
平
山
一
番
地

二
十
六

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

株
式
会
社
ユ
ニ

ゾ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

令
和
六
年
六
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
三
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害�
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
二
二
一
〇
二
八
八

ざ
お
う
菜
園

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前

川
字
沼
ノ
平
山
一
番
二

十
六

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

合
同
会
社
大
進

令
和
六
年
五
月

三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
四
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

実
施
年
月
日

実　

施　

区　

域

検
査
受
付
時
間

実
施
の
場
所

令
和
六
年

七
月
一
日

美
里
町

小

牛

田

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

美
里
町
役
場
本
庁
舎
裏
倉
庫

　

同
七
月
二
日

美
里
町

南

郷

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

美
里
町
役
場
南
郷
庁
舎
東
側
車

庫

　

同
七
月
五
日

涌
谷
町

全

域

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

く
が
ね
創
庫
さ
く
ら
館

　

同　
七
月
八
日

女
川
町

全

域

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

女
川
町
庁
舎

　

同
七
月
九
日

女
川
町

全

域

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で

女
川
町
庁
舎

　

同
七
月
十
日

女
川
町

出

島

午
後
一
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

出
島
地
区
仮
設
施
設
（
番
屋
）

　

同
七
月
十
六
日

色
麻
町

全

域

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

色
麻
町
役
場
車
庫

　

同
七
月
二
十
二
日

角
田
市

全

域

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

角
田
市
市
民
セ
ン
タ
ー

　

同
七
月
二
十
三
日

角
田
市

全

域

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

角
田
市
市
民
セ
ン
タ
ー

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号

　

次
の
建
設
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
営
業
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　

こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
出
が
な
い
と
き
は
、
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

　
　

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

商
号
又
は
名
称
等

商
号
又
は
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

建
設
業
許
可
番
号

（
宮
城
県
知
事
許
可
）

め
組
株
式
会
社

井
上　

達
也

名
取
市
美
田
園
三
丁
目
七
番
地
の
一

般－

二

第
二
万
二
千
二
百
三
十
号

株
式
会
社
鈴
木
電
気

鈴
木　

静
雄

仙
台
市
泉
区
向
陽
台
二
丁
目
二
番
十
一
号

般－

三

第
八
千
八
百
二
十
六
号

二　

申
出
先

　
　

宮
城
県
土
木
部
事
業
管
理
課
建
設
業
振
興
・
指
導
班

　
　

所
在
地　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

電　

話　

〇
二
二－
二
一
一－

三
一
一
六
（
直
通
）
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〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
四
九
号

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

角
田
市
江
尻
字
岩
崎
六
四
番
四
地
先
か
ら

同
市
小
坂
字
土
瓜
九
三
番
二
地
先
ま
で

前

一
〇
・
五
～

�

二
六
・
三

�

五
二
六
・
一

後

一
七
・
一
～

�

四
四
・
六

�

五
二
六
・
一

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
四
九
号

角
田
市
江
尻
字
岩
崎
六
四
番
四
地
先
か
ら

同
市
江
尻
字
岩
崎
七
九
番
七
地
先
ま
で

令
和
六
年

�

五
月
二
十
八
日

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
１１号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
、

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
14項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
６
年
５
月
28日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
喜
　
　
藏
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
功
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
加
里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
令
和
６
年
２
月
14日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
令
和
６
年
４
月
８
日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

更
に
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 96,633,507円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
206,906,519円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
303,540,026円

　
　
　
　
・
令
和
３
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
112,808,139円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
202,391,475円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
315,199,614円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
令
和
４
年
度
の
収
入
未
済
額
は
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
や
納
税
緩
和
措
置
を
着
実
に
実
施
し
た
結
果
、

現
年
度
分
及
び
合
計
で
前
年
度
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
が
、
大
口
の
滞
納
事
案
が
破
産
事
件
に
移
行
し
た
こ
と

が
要
因
と
な
り
過
年
度
分
に
つ
い
て
は
増
加
し
た
。
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＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
第
６
次
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
及
び
令
和
５
年
度
県
税
事
務
運
営

並
び
に
令
和
５
年
度
県
税
事
務
実
施
計
画
に
基
づ
き
収
入
未
済
額
の
縮
減
と
税
収
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
仙
台
南
地
方
住
民
税
徴
収
確
保
対
策
会
議
及
び
徴
収
担
当
職
員
研
修
を
開
催

し
、
管
内
市
町
と
の
連
携
強
化
や
徴
収
ス
キ
ル
向
上
を
図
っ
た
ほ
か
、
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
に
お
け

る
共
同
文
書
催
告
、
県
税
還
付
金
差
押
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
併
任
職
員
連

絡
会
議
を
開
催
し
、
管
内
市
町
間
で
転
出
入
し
た
滞
納
者
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
等
、
協
働
し
て
収
入
未

済
額
の
縮
減
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
一
般
税
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
納
税
折
衝
や
財
産
調
査
に
着
手
し
、
換
価
・
取
立
が
容

易
な
預
貯
金
や
給
与
等
を
主
体
と
し
た
差
押
え
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
納
税
資
力
の
な
い
滞
納
者
に
つ

い
て
は
滞
納
処
分
の
停
止
を
適
用
す
る
な
ど
、
適
正
な
債
権
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
市
町
と
の
連
携
強
化
及
び
協
働
体
制
を
継
続
し
、
収
入
未
済
額
の
縮
減

に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
一
般
税
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
滞
納
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
、

現
年
分
の
滞
納
者
が
多
い
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て
、
納
税
折
衝
時
に
翌
年
度
の
納
期
内
一
括
納
付
を
強
く

指
導
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
財
産
調
査
及
び
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
高
額
課
税

事
案
は
、
賦
課
段
階
か
ら
所
内
で
の
情
報
共
有
を
図
り
、
早
期
に
納
税
折
衝
を
行
う
と
と
も
に
、
財
産
調
査
、

関
係
機
関
に
お
け
る
情
報
収
集
等
を
行
い
な
が
ら
、
適
切
な
滞
納
処
分
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
⑵
　
東
部
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

更
に
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 78,594,798円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
135,328,174円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
213,922,972円

　
　
　
　
・
令
和
３
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 84,801,671円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
147,039,971円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
231,841,642円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
納
税
者
の
事
業
不
振
、
生
活
困
窮
に
よ
る
納
税
困
難
、
年
度
を
超
え
て
分
割
納
付
し
て
い
る
案
件
、
財
産
調

査
を
行
っ
て
も
差
押
可
能
な
財
産
が
判
明
し
な
い
案
件
、
国
税
の
調
査
に
伴
う
修
更
正
等
に
よ
り
複
数
年
分
が

一
度
に
課
税
と
な
っ
た
大
口
案
件
等
様
々
な
理
由
に
よ
り
収
入
未
済
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
過
年
度
に
換
価
の

猶
予
を
適
用
し
た
高
額
滞
納
事
案
も
影
響
し
て
い
る
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
「
第
６
次
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
及
び
「
令
和
５
年
度
県
税
事
務
運
営
」
に
基
づ
き
、
管
内
市
町

と
連
携
・
協
働
し
て
徴
収
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
収
入
未
済
額
の
８
割
を
超
え
る
状
況
に
あ
り
、
市
町
と
縮
減
に
向
け
た
意
見
交

換
等
を
行
い
な
が
ら
、
事
務
所
と
し
て
は
「
滞
納
処
分
研
修
会
」
を
開
催
し
市
町
職
員
の
徴
収
技
術
の
ス
キ
ル

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
に
お
け
る
市
町
と
の
連
名
に
よ
る
「
共
同
文
書
催

告
」、「
県
税
還
付
金
の
差
押
支
援
」
等
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
市
町
と
連
携
・
協
働
し
各
取
組
を
実
施
し
た
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
一
般
税
に
つ
い
て
は
、
文
書
や
電
話
に
よ
り
自
主
納
付
を
促
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
財

産
調
査
を
行
い
、
各
種
調
査
結
果
及
び
折
衝
内
容
か
ら
担
税
力
を
見
極
め
、
預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保
険
等
の

債
権
差
押
を
積
極
的
に
実
施
し
税
収
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
納
税
資
力
が
な
い
滞
納
者
に
は
、
滞
納
処
分

の
停
止
等
納
税
の
緩
和
措
置
を
講
じ
る
な
ど
適
正
な
債
権
管
理
に
努
め
た
。
ま
た
、
所
内
の
徴
収
初
任
者
等
を

対
象
に
、
滞
納
整
理
手
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
所
内
研
修
を
実
施
し
た
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
引
き
続
き
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
及
び
「
県
税
事
務
運
営
」
に
基
づ
き
、
収
入
未
済
額
の

縮
減
と
税
収
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
管
内
市
町
と
連
携
・
協
働
し
各
取
組
を
継
続
す
る
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
一
般
税
に
つ
い
て
は
、
財
産
調
査
等
に
よ
り
滞
納
者
の
担
税
力
を
見
極
め
、
差
押
等
に

よ
る
滞
納
処
分
、
納
税
緩
和
措
置
の
適
用
等
滞
納
者
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
滞
納
整
理
を
適
正
に
進
め
る
と
と

も
に
、
徴
収
技
術
の
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

　
⑶
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
更
に
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確

保
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
33,347,623円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
58,597,098円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
91,944,721円

　
　
　
　
・
令
和
３
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
22,227,213円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
65,918,716円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
88,145,929円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
病
気
や
失
業
、
収
入
の
減
少
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
で
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
事
案
や
、
財
産
調
査
を
実

施
し
て
も
差
押
可
能
な
財
産
が
判
明
し
な
い
事
案
、
年
度
を
越
え
て
分
納
し
て
い
る
事
案
等
、
諸
々
の
理
由
に

よ
り
未
済
額
が
生
じ
た
も
の
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
は
、
登
米
市
と
の
情
報
・
意
見
交
換
等
に
よ
る
連
携
強
化
を
図
り
、
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
取

り
組
ん
だ
。
11・
12月
の
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
は
、
登
米
市
と
の
連
名
に
よ
る
共
同
催
告
を
実
施

し
た
。
さ
ら
に
、
東
部
県
税
事
務
所
や
地
方
税
徴
収
対
策
室
登
米
市
駐
在
と
連
携
し
、
個
人
住
民
税
徴
収
対
策

会
議
の
開
催
や
徴
収
技
法
の
向
上
を
目
的
と
し
た
滞
納
処
分
研
修
会
を
実
施
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
県
税
還
付
金

差
押
支
援
の
実
施
な
ど
登
米
市
に
対
す
る
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
は
、
滞
納
整
理
進
行
会
議
を
定
期
的
に
行
い
、
滞
納
整
理
等
方
針
を
共
有
す
る
と

と
も
に
滞
納
者
等
の
事
案
検
討
を
適
時
実
施
し
た
。
滞
納
整
理
に
当
た
っ
て
は
、
滞
納
者
の
財
産
調
査
を
実
施

し
、
預
貯
金
・
生
命
保
険
・
給
与
等
の
債
権
を
中
心
に
差
押
及
び
取
立
を
行
っ
た
。
生
活
困
窮
者
等
を
把
握
し

た
場
合
は
、
適
宜
分
納
相
談
等
に
応
じ
る
な
ど
自
立
に
配
慮
し
た
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
納
税
資
力
の
な
い

滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
を
適
用
す
る
な
ど
適
正
な
債
権
管
理
に
努
め
た
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
及
び
「
県
税
事
務
運
営
」
に
基
づ
き
、
県
税
収
入
の
確
保
と
収
入

未
済
額
の
一
層
の
縮
減
に
努
め
る
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
は
、
登
米
市
と
の
連
携
・
協
働
体
制
を
継
続
し
、
滞
納
処
分
等
の
業
務
支
援
、
宮
城
一
斉
滞
納

整
理
強
化
月
間
に
お
け
る
集
中
的
な
滞
納
整
理
の
一
環
と
し
て
共
同
催
告
を
実
施
す
る
。
収
入
未
済
額
縮
減
の

意
識
高
揚
等
を
図
る
た
め
、
東
部
県
税
事
務
所
や
地
方
税
徴
収
対
策
室
登
米
市
駐
在
と
連
携
し
、
個
人
住
民
税

徴
収
対
策
会
議
の
開
催
や
高
度
な
徴
収
技
法
習
得
の
た
め
の
滞
納
処
分
研
修
会
を
実
施
す
る
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
は
、
滞
納
整
理
進
行
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、
滞
納
整
理
方
針
等
を
共
有
す
る

と
と
も
に
滞
納
者
等
の
事
案
検
討
を
随
時
行
い
明
確
に
す
る
。
滞
納
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
財
産
調
査
を
早
期

に
実
施
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
折
衝
と
適
正
か
つ
有
効
な
手
段
に
よ
り
収
入
未
済
額
の
縮
減
を
進
め
る
。
生

活
困
窮
者
等
を
把
握
し
た
場
合
は
、
適
宜
分
納
相
談
等
に
応
じ
る
な
ど
自
立
に
配
慮
し
た
対
応
を
行
う
と
と
も

に
、
納
税
資
力
の
な
い
滞
納
者
は
徴
収
緩
和
制
度
の
適
切
な
適
用
を
行
う
。

　
⑷
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

更
に
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
４
年
度
分
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 25,660,338円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
 82,057,160円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
107,717,498円

　
　
　
　
・
令
和
３
年
度
分
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 24,174,232円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
 87,657,638円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
111,831,870円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
令
和
４
年
度
の
収
入
未
済
額
は
個
人
県
民
税
が
９
割
を
占
め
、
市
町
に
よ
る
徴
収
状
況
が
収
入
未
済
額
に
大

き
く
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
税
目
の
収
入
未
済
額
の
約
４
割
は
過
年
度
分
の
事
業
税
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
震
災
復
興
事
業
で
土
木
建
築
業
を
営
ん
で
い
た
法
人
及
び
個
人
の
事
業
者
に
つ
い
て
、
受
注
機
会
の

減
少
に
よ
り
事
業
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
と
も
に
、
過
年
度
分
の
所
得
に
係
る
修
正
申
告
ま
た
は
更
正
決
定

に
よ
り
、
一
時
に
多
額
の
課
税
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
発
生
し
た
滞
納
で
あ
る
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
地
方
税
法
に
よ
る
県
の
直
接
徴
収
を
29件
引
き
受
け

徴
収
に
あ
た
っ
て
い
る
ほ
か
、
引
き
続
き
市
長
と
県
税
事
務
所
長
の
連
名
に
よ
る
共
同
催
告
及
び
市
と
県
税
事

務
所
の
徴
税
吏
員
が
一
緒
に
直
接
訪
宅
し
て
行
う
共
同
徴
収
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
市
町
職
員
の
徴
収
技
術
の

向
上
を
図
る
た
め
、
市
町
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
内
容
で
研
修
会
を
開
催
し
た
。
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�　
そ
の
他
の
税
目
に
つ
い
て
は
、
書
面
や
訪
宅
及
び
電
話
等
に
よ
る
折
衝
・
催
告
を
行
い
自
主
納
付
に
つ
な
げ

た
。
ま
た
、
早
期
財
産
調
査
に
よ
る
差
押
え
や
捜
索
及
び
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
一
方
、
納
税
資
力
の
な

い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
等
を
行
い
、
適
切
な
債
権
管
理
に
努
め
た
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
及
び
「
県
税
事
務
運
営
」
に
基
づ
き
、
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は

管
内
市
町
と
の
連
携
・
協
働
を
密
に
し
て
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。
そ
の
他
の
税
目
に
つ
い
て
は
納
税
折

衝
、
財
産
調
査
及
び
滞
納
処
分
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
収
入
未
済
額
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
�　
さ
ら
に
、
納
期
内
納
税
の
推
進
を
図
り
、
現
年
課
税
分
の
徴
収
に
注
力
し
な
が
ら
、
新
た
な
滞
納
の
発
生
を

抑
制
し
て
い
く
。　

　
⑸
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
に
お
い
て
、
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
14,242,866円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
58,296,951円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
72,539,817円

　
　
　
　
　
・
令
和
３
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
15,950,685円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
51,797,040円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
67,747,725円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
生
活
保
護
扶
助
費
に
お
い
て
、
公
的
年
金
等
の
遡
及
受
給
や
就
労
収
入
等
の
収
入
未
申
告
に
よ
っ
て
生
じ
た

保
護
費
の
過
払
い
（
生
活
保
護
法
第
63条
、
第
78条
）
に
基
づ
く
返
還
金
で
あ
る
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
・
�納
入
期
限
を
超
過
し
て
い
る
納
入
義
務
者
に
対
し
て
、
催
告
書
を
送
付
し
納
付
促
進
に
努
め
た
。
令
和
５
年

度
催
告
書
発
出
実
績
369件

　
　
　
・
�保
護
受
給
中
の
納
入
義
務
者
に
は
、
地
区
担
当
員
が
家
庭
訪
問
時
等
に
早
期
納
入
に
つ
い
て
指
導
を
実
施
し

た
ほ
か
、
一
括
納
入
が
困
難
な
場
合
は
分
割
納
付
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
収
入
未
済
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
・
�収
入
申
告
義
務
に
つ
い
て
、
新
規
の
被
保
護
者
に
は
保
護
開
始
説
明
時
に
必
ず
説
明
し
た
ほ
か
、
保
護
受
給

中
の
者
に
は
年
度
当
初
の
最
初
の
訪
問
時
に
再
度
説
明
し
、
周
知
を
徹
底
し
て
行
っ
た
。

　
　
　
・
�催
告
に
あ
た
っ
て
、
納
入
義
務
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
相
続
人
を
調
査
の
上
、
相
続
人
が
判
明
次
第
、

直
ち
に
納
入
依
頼
を
行
っ
た
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
　
�　
収
入
未
済
額
の
縮
減
及
び
新
た
に
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
方
策
と
し
て
以
下
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

す
る
。

　
　
　
　
１
　
収
入
未
済
額
縮
減
に
向
け
た
取
組

　
　
　
　
　
・
�納
入
が
滞
っ
て
い
る
納
入
義
務
者
に
対
し
、
家
庭
訪
問
の
上
、
適
宜
分
納
を
提
案
す
る
な
ど
、
収
入
未

済
額
の
縮
減
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
・
�債
権
台
帳
を
整
理
し
、
財
務
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力
さ
れ
る
収
入
未
済
一
覧
表
と
照
合
し
な
が
ら
督
促
及

び
催
告
を
確
実
に
実
施
す
る
。

　
　
　
　
　
・
�未
収
債
権
回
収
強
化
月
間
を
定
め
、
廃
止
ケ
ー
ス
等
で
回
収
が
困
難
と
思
わ
れ
る
者
に
対
し
て
は
、
所

要
の
調
査
（
死
亡
者
の
相
続
人
特
定
・
相
続
財
産
の
有
無
、
行
方
不
明
者
に
係
る
戸
籍
照
会
等
）
を
実

施
し
、
事
務
所
と
し
て
の
対
応
を
検
討
し
た
後
、
速
や
か
に
対
応
す
る
。

　
　
　
　
２
　
未
然
防
止
に
向
け
た
取
組
み

　
　
　
　
　
・
�地
区
担
当
員
は
、
被
保
護
者
宅
へ
の
計
画
的
な
家
庭
訪
問
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
他
法
活
用
及
び
収
入

申
告
義
務
等
保
護
制
度
の
周
知
徹
底
に
努
め
、
公
的
年
金
等
の
遡
及
受
給
や
就
労
収
入
等
の
収
入
未
申

告
に
よ
っ
て
生
じ
る
保
護
費
返
還
金
の
発
生
を
抑
止
す
る
。
ま
た
、
査
察
指
導
員
は
、
家
庭
訪
問
状
況

の
把
握
及
び
進
捗
状
況
を
台
帳
に
よ
り
整
理
し
て
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
幹
部
職
員
は
、
進
捗

状
況
を
適
時
把
握
し
、
未
収
債
権
発
生
の
未
然
防
止
を
図
る
。

　
⑹
　
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
補
助
金
に
お
い
て
、
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
高
齢
者
保
健
福
祉
関
係
事
業
費
ほ
か
１
事
業
の
概
算
払
い
に
つ
い
て
、
当
該
年
度
中
に
精
算
行
為
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
４
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
3,449,795円
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ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
補
助
金
の
概
算
払
を
行
っ
た
場
合
に
、
当
該
年
度
中
に
履
行
確
認
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
当
該
補
助
金
に
つ
い
て
概
算
払
を
行
っ
た
場
合
は
、
補
助
事
業
者
に
概
算
払
の
履
行
確
認
に
係
る
報
告
書
を

提
出
さ
せ
、
年
度
内
に
履
行
確
認
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
補
助
金
交
付
事
務
に
係
る
確
認
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
、
別
添
の
と
お
り
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
追
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
履
行
確
認
の
必
要
性
を
認
識
の
上
、
そ
の
確
認
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
補
助
事
業
者
に
交

付
決
定
通
知
を
行
う
際
に
、
報
告
書
様
式
を
参
考
添
付
の
上
、
概
算
払
を
行
っ
た
場
合
は
年
度
内
に
履
行
確
認

に
係
る
報
告
が
必
要
で
あ
る
旨
を
併
せ
て
通
知
す
る
。

　
⑺
　
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
現
金
の
管
理
に
お
い
て
、
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
現
金
で
領
収
し
た
診
療
費
を
、
職
員
が
自
己
の
机
の
引
き
出
し
に
不
適
切
に
保
管
し
、
収
納
事
務
及
び
領

収
書
発
行
の
遅
延
を
招
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
580円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
担
当
職
員
が
会
計
事
務
に
関
す
る
理
解
不
足
な
ど
に
よ
り
必
要
な
事
務
処
理
を
怠
っ
た
こ
と
及
び
所
属
内
に

お
け
る
現
金
収
納
の
確
認
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
担
当
職
員
が
保
管
し
て
い
た
現
金
580円

を
確
認
し
た
後
、
速
や
か
に
金
融
機
関
に
納
入
し
た
。
ま
た
、
領

収
書
の
発
行
が
遅
れ
た
対
象
者
に
対
し
て
、
速
や
か
に
領
収
書
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
発
行
が
遅
れ
た
こ
と

を
謝
罪
し
た
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
　
・
�会
計
事
務
に
関
わ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
会
計
事
務
の
手
引
き
や
研
修
等
を
利
用
し
て
知
識
習
得
に
努
め

た
。

　
　
　
　
・
�問
題
が
発
生
し
た
場
合
や
処
理
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
速
や
か
に
上
司
等
へ
報

告
や
相
談
を
行
う
よ
う
徹
底
し
た
。

　
　
　
　
・
�現
金
の
受
領
か
ら
金
融
機
関
へ
の
納
入
ま
で
の
手
順
を
整
理
し
、
留
意
事
項
を
職
員
間
で
共
有
す
る
と
と

も
に
、
複
数
の
職
員
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
に
つ
い
て
再
確
認
し
た
。

　
⑻
　
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
需
用
費
、
委
託
料
及
び
備
品
購
入
費
に
お
い
て
、
引
き
続
き
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
再
発
し

な
い
よ
う
内
部
統
制
の
体
制
整
備
を
図
り
、
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
１
�　
ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て
、
支
払
遅
延
防
止
法
に
規
定
す
る
支
払
時
期
を
超
え
て
支
払
っ
た
も

の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
2,728円

　
　
　
　
２
�　
仙
南
地
域
移
住
・
定
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
業
務
ほ
か
３
件
に
つ
い
て
、
支
払
遅
延
防
止
法
に
規
定
す

る
支
払
時
期
を
超
え
て
支
払
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
４
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
5,188,060円

　
　
　
　
３
　
業
務
用
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
、
検
収
日
か
ら
３
か
月
以
上
の
支
払
遅
延
が
あ
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
341,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
１

　
　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
　
�　
担
当
職
員
が
掛
売
り
に
よ
り
緊
急
調
達
し
た
案
件
の
ひ
と
つ
で
、
当
該
職
員
か
ら
会
計
事
務
の
担
当
職
員

へ
、
請
求
書
等
の
引
き
継
ぎ
を
失
念
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
　
�　
業
者
か
ら
の
支
払
い
確
認
の
照
会
を
受
け
て
、
直
ち
に
支
払
い
手
続
き
を
行
っ
た
が
、
検
収
日
か
ら
２
か

月
を
超
え
た
も
の
。

　
　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
　
�　
取
扱
い
手
順
を
見
直
し
、
店
舗
に
購
入
に
赴
く
前
に
各
部
の
担
当
職
員
が
「
物
品
要
求
伺
」
を
作
成
し
て
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部
内
決
裁
を
受
け
た
後
に
総
務
部
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
総
務
部
で
は
他
の
調
達
案
件
と
と
も

に
、
未
処
理
の
「
物
品
要
求
伺
」
を
未
処
理
ボ
ッ
ク
ス
で
支
出
決
議
ま
で
保
管
す
る
と
と
も
に
、「
物
品
要

求
伺
」
に
進
捗
状
況
を
管
理
す
る
チ
ェ
ッ
ク
欄
を
設
け
、
管
理
職
員
ま
で
が
常
時
遺
漏
の
有
無
を
確
認
す
る

こ
と
を
徹
底
し
、
再
発
を
防
止
す
る
。

　
　
　
２

　
　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
　
�　
い
ず
れ
の
案
件
も
支
出
担
当
者
が
各
委
託
業
務
の
検
収
日
の
把
握
、
管
理
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
事
業
担
当
者
と
支
出
担
当
者
間
で
支
払
の
状
況
を
共
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
　
　
出
納
閉
鎖
前
に
、
支
払
い
手
続
き
を
行
っ
た
が
、
検
収
日
か
ら
２
か
月
を
超
え
て
の
支
払
い
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
　
�　
支
払
案
件
を
リ
ス
ト
化
し
、
支
払
の
処
理
期
限
を
支
出
事
務
の
決
裁
ル
ー
ト
上
の
職
員
で
共
有
で
き
る
体

制
を
と
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
各
部
の
事
業
担
当
者
が
案
件
の
発
議
時
に
、
支
払
遅
延
防
止
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
添
付
し
て
回
議
す
る
こ
と
と
し
、
支
出
事
務
の
進
捗
に
つ
い
て
管
理
職
員
ま
で
情
報
共

有
の
上
相
互
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
再
発
を
防
止
す
る
。

　
　
　
３

　
　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
　
�　
支
出
負
担
行
為
決
議
書
の
財
務
シ
ス
テ
ム
登
録
作
業
を
納
品
・
検
収
後
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
際
、

既
に
提
出
さ
れ
て
い
た
請
求
書
等
を
負
担
行
為
決
議
書
と
と
も
に
回
議
処
理
し
た
た
め
、
決
裁
後
に
支
払
決

議
済
み
と
勘
違
い
し
て
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
　
�　
業
者
か
ら
の
支
払
確
認
照
会
を
受
け
て
、
直
ち
に
支
払
い
手
続
き
を
行
っ
た
が
、
検
収
日
か
ら
３
か
月
を

超
え
て
の
支
払
い
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
　
�　
支
出
負
担
行
為
決
議
書
の
処
理
は
、
案
件
ご
と
の
決
め
ら
れ
た
時
期
に
適
切
に
登
録
す
る
と
と
も
に
、
証

拠
書
類
は
支
払
完
了
ま
で
未
処
理
ボ
ッ
ク
ス
で
保
管
し
完
結
後
に
編
綴
す
る
こ
と
を
徹
底
し
、
再
発
を
防
止

す
る
。

　
⑼
　
志
津
川
高
等
学
校
（
南
三
陸
高
等
学
校
）

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
需
用
費
に
お
い
て
、
支
出
金
額
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
内
部
統
制
の
体
制
整

備
を
図
り
、
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
複
写
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
つ
い
て
、
請
求
書
の
内
容
を
確
認
し
な
い
ま
ま
、
契
約
内
容
と
異
な
る
金
額
を
支

出
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
期
間
　
　
　
令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
４
月
ま
で

　
　
　
　
　
・
正
支
出
額
　
2,613,270円

　
　
　
　
　
・
誤
支
出
額
　
2,126,200円

　
　
　
　
　
・
不
足
額
　
　
  487,070円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
令
和
２
年
度
に
複
写
機
の
契
約
を
更
新
し
た
。
令
和
２
年
４
月
分
の
請
求
書
が
届
い
た
際
に
更
新
後
の
契
約

書
と
の
確
認
不
足
か
ら
、
基
本
料
金
と
超
過
料
金
単
価
が
過
少
に
請
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
支
出

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
、
誤
っ
た
ま
ま
の
料
金
単
価
に
基
づ
い
た
請
求
金
額
で
支
払
い
を
し
た
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
令
和
５
年
６
月
に
担
当
者
が
過
少
請
求
に
気
づ
き
、
契
約
業
者
に
対
し
過
少
払
い
に
つ
い
て
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、
請
求
額
の
誤
り
に
よ
る
過
少
払
分
に
つ
い
て
は
遡
っ
て
請
求
せ
ず
、
今
後
、
正
し
い
金
額
で
請
求
し
た
い

と
の
協
議
が
あ
り
、
令
和
５
年
５
月
分
か
ら
正
し
い
金
額
で
支
出
し
て
い
る
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
施
行
伺
に
契
約
書
写
等
、
支
出
の
根
拠
と
な
る
関
係
資
料
を
漏
れ
な
く
添
付
し
、
施
行
内
容
を
事
務
室
全
体

で
確
認
す
る
こ
と
を
改
め
て
徹
底
し
た
。
ま
た
、
支
出
決
議
書
を
起
案
す
る
際
に
は
毎
回
、
契
約
書
の
写
し
を

添
付
し
請
求
金
額
を
複
数
の
目
で
確
認
す
る
。

　
⑽
　
角
田
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
需
用
費
の
支
出
に
お
い
て
、
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
複
写
機
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
予
算
の
内
示
を
受
け
て
い
た
が
、
内
示
が
な
い
と
誤
認
し
、
一
部
を
団
体

費
で
支
払
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
２
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
8,800円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞
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�　
当
該
複
写
機
は
、
従
前
よ
り
、
本
校
の
教
育
振
興
会
が
リ
ー
ス
契
約
を
行
い
進
路
室
に
設
置
（
目
的
外
使
用
）

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
�　
令
和
４
年
１
月
25日

付
け
高
号
外
「
令
和
３
年
度
11月

議
会
に
係
る
長
期
継
続
契
約
に
つ
い
て
（
通
知
）」

に
よ
り
、
当
該
複
写
機
に
係
る
県
費
予
算
の
内
示
を
受
け
、
県
費
負
担
へ
移
行
す
る
た
め
の
契
約
手
続
き
を
行

う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
契
約
担
当
者
の
見
落
と
し
及
び
事
務
室
内
の
チ
ェ
ッ
ク
不
足
に
よ
り
、
契
約
手

続
き
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
教
育
振
興
会
の
リ
ー
ス
契
約
を
継
続
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
令
和
４
年
５
月
、
リ
ー
ス
契
約
で
使
用
し
て
き
た
機
器
の
故
障
を
端
緒
に
予
算
内
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
識

し
た
た
め
、
契
約
手
続
き
を
行
い
、
県
費
に
よ
る
支
払
い
に
改
め
た
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
長
期
継
続
契
約
事
務
に
お
い
て
は
、
年
度
末
の
事
務
処
理
が
重
な
る
時
期
に
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

内
示
書
を
事
務
室
内
に
掲
示
し
処
理
状
況
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
事
務
室
全
体
で
進
行
管
理
を
行
い
再
発
防
止

に
努
め
て
い
る
。

　
⑾
　
加
美
農
業
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
役
務
費
に
お
い
て
、
二
重
払
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
子
牛
登
記
手
数
料
に
つ
い
て
、
内
容
に
誤
り
の
あ
る
請
求
書
を
返
却
せ
ず
、
正
し
い
請
求
書
を
受
領
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
別
件
と
錯
誤
し
て
二
重
に
支
払
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
正
支
出
額
　
 6,800円

　
　
　
　
　
・
誤
支
出
額
　
13,600円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
該
当
子
牛
の
個
体
特
定
記
載
ま
で
確
認
を
し
な
い
ま
ま
、
施
行
伺
及
び
履
行
確
認
を
農
場
と
事
務
室
の
そ
れ

ぞ
れ
別
に
行
っ
て
い
た
た
め
、
相
手
方
が
誤
っ
て
請
求
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
事
務
室
で
支
出
処
理
を

し
て
し
ま
っ
た
も
の
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
相
手
方
か
ら
、
子
牛
登
記
手
数
料
が
二
重
に
支
払
わ
れ
て
い
る
た
め
返
金
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
返

納
に
係
る
起
案
決
裁
の
う
え
返
納
通
知
書
を
発
行
送
付
し
、
９
日
後
に
は
収
納
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
施
行
伺
に
該
当
子
牛
の
個
体
特
定
記
載
を
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
請
求
時
に
は
個
体
識
別
番
号
の
記
載
さ
れ
て

い
る
「
子
牛
検
査
票
（
写
）」
を
添
付
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
施
行
伺
及
び
履
行
確
認
を
農
場
の
別
担

当
者
が
行
う
こ
と
と
し
た
。
併
せ
て
、
新
た
に
個
体
ご
と
の
登
録
状
況
台
帳
も
整
備
し
、
事
務
室
で
の
支
出
処

理
時
に
二
重
に
な
ら
な
い
よ
う
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
⑿
　
石
巻
商
業
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
委
託
契
約
に
お
い
て
、
予
定
価
格
を
超
え
た
額
で
契
約
締
結
し
て
い
た
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
再

発
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
　
・
業
務
名
　
　
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
処
理
業
務

　
　
　
　
・
予
定
価
格
　
10,000円

（
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
あ
た
り
）

　
　
　
　
・
契
約
金
額
　
15,000円

（
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
あ
た
り
）

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
の
複
数
品
目
で
見
積
合
わ
せ
を
施
行
し
、
そ
の
際
に
単
価
×
予
定
数
量
の
合
算
額
を

予
定
価
格
と
し
た
こ
と
か
ら
、
当
該
価
格
を
下
回
っ
た
最
も
安
価
な
業
者
を
見
積
決
定
と
し
た
。

　
　
　
　
し
か
し
、
品
目
毎
で
は
、
不
燃
ご
み
の
単
価
が
、
設
計
価
格
を
上
回
っ
た
も
の
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
監
査
の
指
摘
に
よ
り
、
不
適
切
な
取
扱
い
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
が
、
業
務
完
了
済
み
の
た
め
、
特
に
な

し
。

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
単
価
契
約
の
施
行
方
法
等
に
つ
い
て
、
事
務
室
内
で
認
識
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
今
回
の
現
象
は
、
複

数
品
目
の
単
価
契
約
を
行
お
う
と
し
た
場
合
に
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
価
契
約
に
つ
い
て
は
、

一
品
目
毎
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
⒀
　
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
役
務
費
に
お
い
て
、
引
き
続
き
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
電
話
料
金
に
お
い
て
、
期
限
日
ま
で
に
支
払
を
怠
り
、
延
滞
金
が
発
生
し
た
も
の
。
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・
件
数
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
　
4,362円

　
　
　
　
　
・
延
滞
金
　
   40円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
＜
発
生
原
因
＞

　
　
　
�　
携
帯
電
話
を
３
月
に
契
約
し
、
当
月
分
は
直
接
振
込
で
支
払
い
、
４
月
分
か
ら
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
う
予

定
だ
っ
た
。

　
　
　
�　
担
当
者
が
４
月
分
の
支
払
決
議
の
際
、
振
替
用
口
座
の
登
録
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
直
ち
に
支
出

命
令
決
議
を
取
り
消
し
た
が
、
当
該
振
替
用
口
座
の
訂
正
処
理
を
失
念
し
た
ま
ま
、
長
期
間
の
休
暇
を
取
得
し

た
。

　
　
　
　
事
務
室
内
に
お
け
る
十
分
な
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
４
月
分
が
支
払
遅
延
と
な
っ
た
も
の
。

　
　
　
＜
処
理
内
容
＞

　
　
　
�　
支
払
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
事
実
を
確
認
後
、
直
ち
に
４
月
分
の
支
出
決
議
と
振
替
口
座
の
変
更
手
続
き

を
行
っ
た
。
ま
た
、
契
約
先
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
延
滞
金
が
発
生
す
る
と
の
こ
と
か
ら
、
主
務
課
か
ら
延
滞
金

の
予
算
措
置
を
受
け
、
契
約
先
に
支
払
っ
た
。

　
　
　
※
延
滞
金
40円
（
６
月
分
請
求
時
→
39円
、
７
月
分
請
求
時
→
１
円
）

　
　
　
＜
再
発
防
止
策
＞

　
　
　
�　
正
・
副
担
当
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
ソ
フ
ト
等
を
活
用
し
、
事
務

室
内
に
お
い
て
相
互
に
事
務
処
理
の
進
捗
状
況
が
分
か
る
体
制
を
整
え
、
支
払
期
限
や
報
告
期
限
の
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
く
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
12号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
252条

の
32第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
６
年
５
月
28日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
喜
　
　
藏
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
功
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
加
里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

１
　
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
　
　
氏
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
　
　
所

　
　
　
大
　
西
　
　
　
徹
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
旭
ケ
丘
３
丁
目
11番
14号

　
　
　
青
　
柳
　
恵
　
介
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
川
平
１
丁
目
19番
10号

　
　
　
加
賀
谷
　
祐
　
人
　
　
宮
城
県
石
巻
市
恵
み
野
２
丁
目
２
番
地
８
　
イ
ル
ク
オ
ー
レ
Ａ
棟
201号

　
　
　
多
　
田
　
俊
　
介
　
　
千
葉
県
市
川
市
鬼
高
３
丁
目
24番
７
号

２
　
当
該
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
が
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
で
き
る
期
間

　
　
令
和
６
年
５
月
22日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31日
ま
で


